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　　　　　　　　　　　　指導者に対する注意喚起について（通知）
平素より本連盟の事業推進並びに空手道の普及・発展、青少年の健全育成に格別のご尽力を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、昨今、全国の指導現場において、暴言や威圧的な指導、身体的接触等がパワーハラスメントや暴力と受け取られ、重大な問題へと発展する事案が多く発生しております。
また、SNS等の普及により、道場内の一場面が切り取られて瞬時に拡散される時代となっております。日常の言動が意図を超えて誤解を招き、結果として組織全体への批判や社会的信頼の失墜につながるリスクが極めて高まっている状況にあります。
つきましては、指導者一人ひとりが自らの責任の重さを十分に認識し、節度ある言動に努めることの重要性について、改めてご理解いただきますようお願い申し上げます。
古来、教育・指導の本質は「人がより良く変わることを助けること」にあり、「育てる」「育む」ことに重きが置かれてきました。決して、相手を恐れさせたり、威圧的に従わせたりすることではありません。今一度「教える」ということの本質に立ち返り、現場指導者に対し、言動への慎重な配慮と適切な指導環境の保持について、最大限の注意を払うよう周知徹底をお願いいたします。
本連盟は、中長期基本計画（2025年4月～2027年3月）において、「良い団体で最高のNF（中央競技団体）」をビジョンとして掲げております。会員及び社会から信頼される団体であり続けるため、引き続き取り組んでまいりますので、貴職におかれましても、本趣旨をご理解のうえ、関係者への周知と適切な対応についてご協力賜りますようお願い申し上げます。
公益財団法人全日本空手道連盟
会長　笹川　善弘
